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(1) テキストについて               

・「JIS制定の趣旨・経緯」 10:00～10:15  井上 茂 (エヌ・ブイ・テック） 

・「試験方法」の要旨   10:15～11:00  立石 覚 (リオン(株)) 

・「試験の注意点」の解説 11:00～11:45  坪山 睦 ((株)小野測器) 

・ はり試験法と粘弾性測定装置による損失係数測定結果の比較 

12:45～13:45  木村正輝(ｽﾍﾟｸﾄﾘｽ（株）ﾌﾞﾘｭｴﾙ・ｹｱ-（事）) 
・エクササイズ         

 

(2) 日本工業規格 JIS K 7391：2008 
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技術者のための制振材料の損失
係数測定試験
(はり試験法JIS K7391を主体にし
た講座と実習）

2014年7月4 日

制振工学研究会
(粘弾性特性比較検討WG)

講習内容

 JIS 制定の趣旨・経緯

 「試験方法」の要旨

 「試験の注意点」の解説

 はり試験法と粘弾性測定装置による
損失係数測定結果の比較

 はり試験法の測定実習

 エクササイズ

JIS K 7391：2008
制定の趣旨・経緯

エヌ・ブイ・テック
井上 茂
(元 日本自動車研究所)

日本工業規格
JIS K 7391：2008

非拘束形制振複合はりの振動減衰特性試
験方法

Test methods for vibration-damping 
property in damped composite beam of 
unconstrained type
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JIS K 7391：2008

「試験方法」の要旨

リオン株式会社

立石 覚

日本工業規格
JIS K 7391：2008

非拘束形制振複合はりの振動減衰特性
試験方法

Test methods for vibration-damping 
property in damped composite beam of 
unconstrained type
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１．適用範囲

この規格は，非拘束形制振複合はり
の二つの振動減衰特性試験方法（片
持ちはり法及び中央加振法）につい
て規定する。



1

JIS K7391:2008

「試験の注意点」の解説

（株）小野測器
坪山睦

試験片

基材を作成する場合は，切削加工又はレーザーカットを基本とし

（基材にひずみを残さない），加工精度は解説表2 による。
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項目 規格 許容差

加工面粗さ JIS B 0601 Ra 約1 μm以下

平面度 JIS B 0419 H等級 100 mmを超え300 mm以下 ：0.2 mm

寸法精度

JIS B 0405 f等級（精級）

面取り部分を除く長さ寸法に

対する許容差

0.5 mm以上3 mm以下 ：±0.05 mm

3 mmを超え6 mm以下 ：±0.05 mm

6 mmを超え30 mm以下 ：±0.1 mm

30 mmを超え120 mm以下 ：±0.15 mm

120 mmを超え400 mm以下 ：±0.2 mm

JIS K7391 解説 「4.3 試験片」（Page.19）

JIS K7391 本文 「5.1.2 標準試験片の形状及び寸法」（Page.3）

解説表2 試験片の加工精度

恒温槽の温度管理

温度試験を実施する場合は，試験片の温度管理を十分に行う必要

がある。

試験片の損失係数が一定値に安定するのに30分以上の放置時間

が必要であるが，現実の試験では，これ以上，厚い試験片を使用する

こともあるので，この規格では放置時間を1時間以上とした。
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JIS K7391 解説 「4.4 a） 恒温槽の温度管理」（Page.20）

JIS K7391 本文 「6.1.5 測定方法」（Page.3），「6.2.5 測定方法」（Page.8）

解説図1 温度管理放置時間（基材の厚さ1 mm，制振材料の厚さ2 mmの場合）

片持ちはり法の加振方法

加振器の中心に試験片の基材の厚さ方向の中心が重なると磁力が

試験片に対し対称に働くため，加振力が大きく低下する。したがって，

この規格では，十分な加振力が得られるよう試験片基材の厚さ方向中

心と加振器の中心を1 mm～2 mmずらすこととした。
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JIS K7391 解説 「4.4 b） 加振方法」（Page.20）

JIS K7391 本文 「6.1.2 加振方法」（Page.5）

解説図2 試験片及び電磁加振器の位置と加振レベルとの関係

a） 試験片の位置と相対速度との関係 b） 電磁加振器及び試験片の位置関係
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はり試験法と粘弾性測定装置によ
る損失係数測定結果の比較

スペクトリス(株) ブリュエル・ケアー(事) 
(ブリュエル・ケアー・ジャパン)

木村正輝

粘弾性特性比較検討WGメンバー
(2014年7月現在, 委員はあいうえお順) 

主査 井上 茂 エヌ・ブイ・テック

副主査 坪山 睦 (株)小野測器

副主査 木村 正輝 スペクトリス(株)

委員 青笹 真幸 (株)セキソー

委員 赤坂 修一 東京工業大学

委員 宇野 肇 (株)ユービーエム

委員 大島 英士 (株)セキソー

委員 小島 真路 神奈川県産業技術センター

委員 塩瀬 隆範 日本特殊塗料(株)

委員 立石 覚 リオン(株)

委員 飛澤 泰樹 東京都立産業技術研究センター

委員 服部 康章 (株)小野測器

委員 松田 栄司 日東電工(株)

委員 山口 道征 エム・ワイ・アクーステク

委員 芳仲 聰 三菱ガス化学(株)

委員 米元 雄一 リオン(株)

オブザーバ 池田 宏 古河電気工業(株)

オブザーバ 東山 和康 Tosoh Polyvin Corp.

粘弾性特性比較検討WG 活動目的

 制振性能評価手法の比較・検討

 各試験手法の差異やその原因の追究

 各試験手法の最適な適用範囲の検討

 試験手法に依存しない比較・検討プラット
フォームの制定，等…

制振材料評価

(例) B&K システム (例) UBM システム

はり試験法
JIS K7391

(JIS G0602, JIS K7244-3など)

粘弾性測定装置 (DMA)
JIS K6394

JIS K7244など

比較・検討
換算周波数ノモグラム

測定手法に依存しない
粘弾性特性測定技術の確立
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